コウコウ スウガク ノ カイセキ シドウ ニオケル ジッセンテキ ケンキュウ : 2ジ カンスウ ホウテイシキ ノ トウゴウ オ ショウテン ニ by 星 健太
山形大学大学院教育実践研究科年報第 9号(2018) 
高校数学の解析指導における実践的研究 
－ ２次関数・方程式の統合を焦点に － 
 






































































































































次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + cのグラフとx軸の共有点 




















 ２次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + cのグラフとx軸の交
点のx座標が２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + c = 0の実数
解である。この概念的知識を学習者に注目させる
ために，２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + c = 0の実数解は
２次関数y = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + cのグラフのどの部分に
なるか理由も含めて考えるという課題にした。解
答としては，２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + c = 0の実数
解は，２次関数y = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + cにおいて𝑦 = 0と
























 生徒の中で２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + c = 0は，２












も書けた生徒は①𝑦 = 0を代入すると xの値が１
と５になるから，②方程式の解を２次関数のxに
















点の x座標を求めることができた。2 次関数𝑦 =








【Exercise1】𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5のグラフをかこう。 
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